
平成 22 年 2 月 11 日開催「平成 22 年度平野区介護保険事業者学術研究会」 

○演題Ⅱ－① 

超困難ケースにおいて、介護ネットワークでどこまでできるのか 

～介護なのか、医療施設なのか～ 

 

ケアプランセンターカミオカ  上岡哲（介護支援専門員） 

 

薬物・アルコール依存症の方の生活安定がはかられたケースを経験したので、報告検討したいと思います。 

ケアマネジャーとして多くの壁にぶちあたり、困惑しながらも、最後まで担当できたのは、この方をこのま

まにしておくと介護以前の問題が解決せず、誰かが負の連鎖を断ち切らねば介護生活の安定が実現できない

と考えたからです。ケアマネジャーとしてこのテーマを取り上げたのは、今後平野区において、この様なケ

ースが増えてくるであろうと考えたからです。どのケアマネジャーも支援困難ケースを抱えており、さらに

そこには介護保険だけでは解決出来ない多くの問題を含んでいます。事実、平野区のケアマネジャーも一人

一人が一生懸命がんばって、がんばって、がんばりぬいて支えています。 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


